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Contro1 36℃ exposure ControJ 36℃ exposure control 36℃ exposure
Heart(㌔) 0.502 ± 0,027 0.579 ± 0.079事 0.377 ± 0.047 0.410 ± 0.029 0.524 ± 0.045 0.520 ± 0.062
Lungs 0.545 ± 0.024 0.686 ± 0.028●` 0.517 ± 0.034 0.648 ± 0.053事事 0.548 ± 0.030 0.652 ± 0.04ア暮
Thymu$ 0.170 ± 0.020 0.077 ± 0.006榊 0.154 ± 0.031 0.162 ± 0.019 0.163 ± 0.018 0.159 ± 0.025
Spleen 0.280 ± 0.020 0.241 ± 0.083 0,347 ± 0.051 0.409 ± 0.042● 0.235 ± 0.018 0.255 ± 0.025
Lh'er 5.997 ± 0.219 5,024 ± 0.213仲 5.271 ± 0.295 4.627 ± 0.201* 5.477 ± 0.316 4.458 ± 0.170''
Kidney(L) 0.893 ± 0.045 0.764 ± 0.044●♯ 0.923 ± 0.047 0.687 ± 0.068叫 0.675 ± 0.039 0.528 ± 0.034'
Testis(L) 0.371 ± 0,021 0.158 ± 0.012事暮 0.270 ± 0.017 0.134 ± 0,011暮書 0.367 ± 0.028 0.179 ± 0.015暮事
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Control 36℃ exposur8 Controt 36℃ 8XPOSur8 Control 36℃ exposure
Leukocytes 3175± 499 2540± 662 3220± 597 4360± 467暮 2660± 1014 2660±428
(/mm3)
ErythrocyteS 1029± 26.8 963± 21.r 918± 35.6 824± 24.9叫 982± 17.0 1070± 20.4♯
(10ソmm3)
Hematocr社 59.8± 1.15 55.3± 1.13事 6l.0± 1.18 53.4± 1.28暮暮 62.9± 1.54 67.4± 1.54'p
(㌔)














































報告 [12-15]とも一致する｡ しか しながら､
C57BL/6Jでは飲水量の増加は見られなく､対照群よ
り低い数倍で推移した｡一般に､高温環境下での摂
餌量減少の理由としては熱ストレスによる身体生理
機能の低下および熱産生を抑制しようとする消極的
な化学調節の結果であること､又､飲水量増加は体
温上昇に伴う蒸散促進による体内水分の不足を補う
ためであること等が云われている[12,15]｡ 我々の
C57BL/6Jにおける飲水量低下は､従来の報告とは逆
の矛盾したものとなった｡ただし､山内ら[15]のヌ
ードマウスでの実験では飲水量と環境温度 (16-30
℃)の間には負の相関が見られてお り､今回の
C57BL/6Jでの結果はこのヌードマウスでの結果に類
似したものとなった｡
高温環境下では精巣が萎縮し繁殖機能が低下する
ことが知られている[12]｡ 我々の実験でも､温熱暴
露によって各系統共に顕著な精巣重量の低下が見ら
れた｡なお､近年の研究では､熟ストレスによる生
殖細胞のアポ トー シス[19]が報告され､精巣重量低
下や生殖細胞減少との関連性が明らかになってい
る｡
上田らし3]は7-8週齢のBALB/cAを32℃環境に最
長14日間暴露した場合､胸腺重量は7日日進は小さ
い傾向を示し14日目では逆に大きくなったことを報
告している｡ 本研究での､36℃で2週間暴露した
BAL良/cAの胸腺重量は小さいままであり､前述の報
告とは異なった結果が得られた｡一方､C3H/HeJや
C57BL/6Jの胸腺重量は対照群との間に差は見られな
かった｡これらの相違の理由としては温熱条件や系
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続が異なるため暑熱による影響もしくはその回復に
違いが生じたものと考えられる｡又､上田ら[3]は
白血球数並びにTリンパ球数の暴露初期での減少と
7日目､14日目での増加を報告し､これらの白血球
系細胞の増減に関して暴露初期ではストレスに反応
して分泌される副腎皮質ホルモンの関与を挙げ､
又､暴露後期では特異的な自律神経系の作用との関
連性を指摘している｡ 本研究においては暴露初期の
白血球数は末検索であるので白血球数の変動パター
ンは定かではないが､14日間の暴露終了直後におけ
るBALB/cAやC3H/HeJ､C57BL/6Jの血中の白血球数の
借というのは自律神経系の作用によって回復または
増強した値を示しているのかもしれない｡
山内ら[14]はICR雄マウスを32℃で16週間飼育し
た場合､赤血球数､ヘマトクリット値の減少とヘモ
グロビン量の増加を報告 している｡ 我々の結果で
は､BALE/cAとC3H/HeJの赤血球数､ヘモグロビン
量､ヘマトクリット値はいずれも対照群に比べて有
意に低 く､一方､C57BL/6Jでの借はいずれも対照群
に比べて有意に高い億を示した｡一般に急性の高温
障害である熱射病患者においては脱水による血液濃
縮が起こることが知られている[16]が､C57BL/6Jで
の赤血球数､ヘモグロビン量､ヘマトクリット値の
上昇理由としては､同マウスでは水分補給が他の2
系統に比べて少なかったため血液がやや濃縮方向-
傾いたものと考えられる｡
以上､高温にマウスを暴露した結果､生存率や体
温､体重､臓器重量等の成績からBALB/cAは､他の
2系統に比べ熱ストレスに感受性であることが示唆
された.一方､C57BL/6Jの飲水量や赤血球数､ヘモ
グロビン量､ヘマトクリット値は他の2系続とは逆
の応答を示し､熱ストレスに対する生体応答に系統
間による違いがあることが示唆された｡C57BL/6Jで
観察された暑熱耐性と飲水量減少との関係は一見相
容れないようにも思われるのでこれについては､今
後の検討課題としたい｡
要 約
熱ストレス (36℃､2週間)に対するマウス系統
(BALB/cA,C3HAleJ,C57BL/6J)間の感受性の差異
を明らかにするために､生存率､体温､体重､臓器
重量､摂餌量､飲水量､血液性状等への高温影響に
ついて比較検討した｡温熱暴露マウスの生存率は､
C3H/HeJとC57BL/6Jの1000/Oに対 し､BALB/cAは暴露
6日目より死亡例が見られ最終的な生存率は50%で
あった｡又､体温はいずれの系統も温熱暴露によっ
て上昇した｡しかしながら､C3H/HeJとC57BL/6Jで
は暴露7日冒以降体温が39.5℃付近から39℃以下へ
と低下したのに対し､BALB/cAは39.5℃付近で推移
した｡BAL玉/cAでは胸腺､肝臓､腎臓､精巣でその
重量 (体重比)が減少したのに対 し､C3H/HeJや
C57BL/6Jでの減少は肝臓､腎臓､精巣のみであっ
た｡摂餌量はいずれの系統も温熱暴露によって減少
し､対照群の50%前後の摂餌量で推移した｡飲水量
はBALB/cAとC3H佃eJでは暴露初期に増加傾向が見ら
れた｡C57BL/6Jでは全暴露期間を通して対照群 (23
oC)より低値で推移した｡BALB/cAとC3IAleJの赤血
球数､ヘモグロビン量､ヘマトクリット値は対照群
に比べて有意に低 く､C57BL/6Jでは対照群に比べて
有意に高い値を示した｡生存率や体温､体重､臓器
重量等の結果から､BALB/cAはC3H/HeJやC57BL/6Jに
比べて熱ストレスに対し感受性が高いことが示唆さ
れた｡一方､C57BL/6Jの吸水量や赤血球数､ヘモグ
ロビン量､ヘマトクリット値は他の2系統とは逆の
応答を示し､熟ストレスに対する生体応答に系統間
による違いがあることが示唆された｡
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